
みほとけに花一輪
古代の萱田・村上に暮らした人々

2024.7.21 八千代市郷土歴史研究会講演会 蕨由美



第Ⅰ部 村上・萱田に暮らした人々



第Ⅰ部 1 村上の古代の集落の姿 歴博の展示から

村上込の内遺跡の古代のムラの復元ジオラマ



村上込の内遺跡の古代のムラの姿

←台地の北西端の
瓦塔を拝む人

道を行く人と馬

↓村上込の内遺
跡出土の瓦塔

瓦塔（谷津遺跡）



村上・萱田・上谷に暮らした人々が遺したモノ（歴博の展示から）



第Ⅰ部 2 萱田の古代の集落の姿 八千代市立郷土博物館の展示から



第Ⅰ部 3 萱田・村上に暮らした人々の生活用品

↓石帯（古代のベルト 鉸具と鉈尾は金属製 円鞆と巡方は貴石製 （市博展示から）

←甑

↑鉄製の鍬先・糸紡ぎの道具（紡錘車） ↑土師器の食器など （歴博展示から）



第Ⅰ部 4 萱田・上谷遺跡の墨書土器

↑上谷遺跡出土の甕

↑北海道遺跡
（「丈部乙刀自女形代」）

←権現後遺跡
（「村神郷丈部國依甘魚」）

↓白幡前遺跡
（「丈部人足召■」）



第Ⅰ部-5 萱田・村上の古代の信仰のあかし 八千代市立郷土博物館の展示から

長頸瓶
村上込の内遺跡 北海道遺跡

銅製宝冠如来像
井戸向遺跡

瓦塔
白幡前遺跡

三彩陶器小壺
白幡前遺跡



・村上と萱田の台地には、8世紀前半（奈良時代）から9世紀後半（平安時代）までの
人々が生活する集落があり、「丈部」姓をもち、「印旛郡村神郷」に帰属していた。

・新川に流れ込む谷津には水田、台地上には畑が造られ、馬を飼い、鉄の農具を使っ
て耕作していた。

・竈を備えた竪穴住居に住み、甑を使って調理し、土師器の甕や皿を使っていた。

・紡錘車を使い、布を織るための糸を紡いでいた。

・掘立建物や多量の墨書土器、官人が身に着ける石帯などから、文字を識る人がいた。

・手づくね土器や、人面墨書土器、神に捧げる墨書のある土器などから、伝統的な神
祭りが行われていた。

・瓦塔、小仏像、仏鉢、「佛」や「寺」銘の墨書土器、須恵器壺、燈明具などの仏教関連
遺物、また四面庇掘立建物の仏堂跡などが出土していることから、仏教が民衆に浸透
していたことがわかる。

第Ⅰ部 「萱田・村上に暮らした人々」のまとめ



村上込の内遺跡       北海道遺跡 

八千代市内遺跡の「壺G」

第Ⅱ部 長頸瓶（壺G）とは



２０２２年までの千葉市埋蔵文化財センターの展示例

1. 堅魚（かつお）の煮汁の容器 ？

2. 東北へ派遣された兵士・官人の水筒？

3. 仏具の花瓶（けびょう）？

第Ⅱ部 2 長頸瓶（壺G）の用途のなぞ



志太郡衙資料館展示例

1-1堅魚煮汁の容器 説 （1991 巽）第Ⅱ部 2 長頸瓶（壺G）の用途



1-2 堅魚煮汁容器 説批判 （1997瀬川）第Ⅱ部 2 長頸瓶（壺G）の用途



2-1 東北派遣の兵士水筒説 （1997 山中）
第Ⅱ部 2 長頸瓶（壺G）の用途



2-2 東北遠征説による展示例
（2007 国立歴博企画展）

第Ⅱ部 2 長頸瓶（壺G）の用途

国立歴史民俗博物館平成19年度企画展示「長岡京遷都－桓武と激動の時代」から



3-1 仏具の花瓶説 （1998 佐野）

1. 観音像の持つ古代花瓶の形状と須恵器壺
の変遷が関連する
⇒仏の手を離れ、花活けの花瓶となった

2. 出土遺跡の性格＝集落内の「寺」やお堂

「集落内の仏堂」（粉河寺縁起絵巻） 観音像の持つ花瓶 道明寺（大阪）       海住山寺（京都）       霊山寺（奈良）

第Ⅱ部 2 長頸瓶（壺G）の用途



3－2 観音像の持つ古代花瓶の形状と須恵器壺の変遷第Ⅱ部 2 長頸瓶（壺G）の用途



第Ⅱ部 3-1 長頸瓶（壺G）出土の遺跡－村上込の内遺跡の様相



第Ⅱ部 3-2 村上込の内遺跡の仏教関連遺物

須恵器壺
瓦塔

仏鉢（鉄鉢形土器）

墨書土器 燈明具

火打鉄（ひうちがね）



第Ⅱ部 3-3 村上込の内遺跡の仏教関連遺物の出土状況



第Ⅱ部 3-4 村上込の内遺跡の「壺G」出土のD群の様相



第Ⅱ部 4 長頸瓶（壺G）出土の遺跡－萱田遺跡群



第Ⅱ部 4-2 長頸瓶（壺G）出土の遺跡－北海道遺跡の様相



第Ⅱ部 4-3 井戸向遺跡の仏教観連連の遺物



草刈遺跡（千葉市千原台）の
出土遺物

←住居跡の「壺Ｇ」との共伴例
（薬壷・浄瓶・花瓶の仏具セット）

↓「草苅於寺坏」銘の土師器坏

第Ⅱ部 5-1 長頸瓶（壺G）出土の市外の遺跡－草刈遺跡（千葉市）の様相



谷津貝塚 2014.1.24展示会にて

第Ⅱ部 5-2 長頸瓶（壺G）出土の市外の遺跡－谷津貝塚（習志野市）の様相



「壺Ｇ」が２個出土した  臼井屋敷跡遺跡 （佐倉市） の 平安時代推定復元図 （画・林田利之）

第Ⅱ部 6 長頸瓶（壺G）出土の遺跡の様相



２０２３年１０～１２月巡回展「流山新市街地地区の遺跡展」（主催：千葉県教育振興財団）での八千代市立郷土博物館での展示

第Ⅱ部 7-1 最新の長頸瓶（壺G）花瓶説の展示例 2023.10～12「八千代の古代仏教」

長頸瓶（村上込の内遺跡）長頸瓶（北海道遺跡）



第Ⅱ部 7-2 最新の長頸瓶（壺G）花瓶説の展示例 2023.11～2024.3「幸福を祈る」展

２０２３年１１月～２０２４年３月特別展「幸福を祈る-古代人の願いと造形」
（主催：千葉市教育振興財団）での展示と図録から



第Ⅱ部 長頸瓶（壺G）についてのま と め

1. 壺Ｇは、密栓しづらい口の形、内容量、器の重さなど
から、運搬用容器には適さない。

2. 観音像の持つ花瓶と須恵器壺の変遷の中で、壺Ｇ
の形が古代花瓶の形態に類似する。

3. 壺Ｇの出土遺跡からは、仏教に関連する遺物（「寺」

「仏」などの墨書土器・浄瓶・香炉・灯明皿・瓦塔・仏鉢・
火打金・三彩壺・小仏像など）も検出されている。

4. 8世紀後半～9世紀は、東国開発と民衆レベルの仏
教の急激な拡大の時期で、壺Ｇの分布に一致する。

以上から、壺Ｇは仏に供える花瓶である。

「みほとけに花一輪」

ご清聴ありがとうございました
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